
令和４年度            令和４年４月１２日 

遷喬小だより ４月号③ 

学校教育目標自ら未来を拓き 心豊かに たくましく生きる子どもの育成 

学校スローガン ＴＥＡＭ遷喬 ＰＲＩＤＥ遷喬 ～子どもも 教師も 地域も 伸びる学校～ 

 

ご入学 おめでとうございます！ 
元気いっぱいの新１年生７９名が入学しました。入学式では新１年生に４つのお願いをし

ました。 

① 「早寝早起き朝ごはん」 

② 「命を守る」 

③ 「話を本気で聴く」 

④ 「あいさつや返事を元気にする」の４つです。 

入学式ではしっかり返事ができ、最後までよく話を聞くことができました。 

教科書給与では代表の稲田凛希さんが堂々とした態度で受け取ってくれました。 

在校生代表として６年西田桃花さんが参加して、歓迎の言葉を述べることができました。 

１年生がこれからの学校生活を楽しみに感じてくれたのではないかと思います。 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

1年 1組 

担任 友金 三和先生 

 

たいよう学級 

担任 南  夏江先生 

 

1年２組 

担任 佐藤 奈緒先生 

1年３組 

担任 青木 優衣先生 

 

おおぞら学級 

担任 池田あゆみ先生 
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見守り隊顔合わせ会 ４月１１日（月） 
 

 

 

 

 

 

 

遷喬小学校では、長年、子どもたちの登下校の安全のために、地域ボランティアとして見

守り隊や保護者の皆様に大変お世話になっています。朝早くから雨の日も暑い日も、また雪

の降る日も毎日、登校中の子どもたちの見守り、声かけをしてくださっています。雪の時に

は、横断歩道に凍結防止剤をまく作業や通学路の雪かきもしてくださいます。本当に子ども

たちのためになくてはならない存在です。心から御礼申し上げます。 

今年も初めての１年生下校において、登下校の応援をしていただくとともに、見守り隊の

皆様との顔合わせ会を行いました。 

この日のために、地域学校協働活動推進員の大釜さんにきめ細かな準備をしていただきま

した。ボランティアの方に担当支部をお願いするとともに、間違えないように誘導するため

に支部別の帰り道を事前に確認してくださいました。 

当日は、安全に家まで帰るために、まずは支区別に間違えないように並び、担当の教員や

ボランティアの皆さんがカードを見ながら、一人ひとり名前を確認します。見守り隊代表の

森木明弘さんから「いかのおすし」の話もしていただきました。真庭警察署や久世交番の

警察官の皆さんにも参加していただきました。「右、左、右をよく見て、元気よく手を

あげて横断歩道を渡ること」、「ふらふらせず歩道を歩くこと」が大事だというお

話をしていただきました。多くの大人に見守られていますが、子どもたちには「自分の命

は自分で守る」という意識を強く持ってほしいと思います。 

本校の今年の最重点生活目標は、昨年に引き続き「岡山県 あいさつNo1！」です。 

「笑顔で いつでも どこでも だれにでも」を合い言葉に、子どもも大人も気

持ちのよいあいさつの声が響く「遷喬あいさつロード」を広げていきましょう。 

この会の最後には、６年間お世話になる見守り隊の皆様に「よろしくお願いします」のあ

いさつを元気よくしました。 

上級生の皆さんも、１年生の歩く速さに合わせて登下校するのは大変だと思いますが、よ

ろしくお願いします。  

                              

     

 

 

 

 

 

 

 

○学校だより・学級だより等の文書や学校ホームページ等に、子どもさんの顔写真が載るこ

とを希望されない場合は、担任を通してお申し出ください。 

○遷喬小だよりは「遷喬小学校ホームページ」にも掲載しています。カラーで見ることがで

きます。 

○毎月２３日を「うちどくの日」とし、読書活動を推進しています。その日は宿題を出しま

せん。読書に親しむひとときを過ごしてください。「メディアコントロール」の取組とも合わ

せて、ゲームなどに向かわない日にしてください。 


